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１年生２０名がそろって

笑顔で入学しました。入

学式当日、緊張を解いて

くれたのは、頼もしく優し

い６年生。１年生の背丈に

合わせて身体を低くし、丁

寧に胸章を付けてくれま

した。その後も、朝の片付

け、給食や身体測定など、

生活のいろいろな場面で

思いやりをもって行動して

くれる６年生。 １年生も笑

顔いっぱいで 学校に慣

れていき、自分からたくさ

んの学びができています。 

 

  

令和５年度児童会は、その名も「LC５」。L とはリーダーの L,C とはチーフの C。 

選挙で当選した運営委員「U８」のメンバー（リーダー）に各委員会の委員長（チーフ）からなる児童会組織です。 

  年度初めの最初の仕事は、東粟倉小からたくさんいただいた花の管理。教員が水やり当番を決めるのは簡単。 

でも、今年の大原小学校は違います。「たくさんの大事な花の管理をどうしたらよいか？」 

学校の問題を自分たちで見つけ、

考え、実行する。昼休みの LC５から

の放送による呼びかけに２０人の児

童が自主的に集まり、花の水やりをし

ました。 

一人一人が「自分事」として考え、

実行して大原小学校の「学高力」が高

まります。 

主体・協働・挑戦 
の活動を
Facebookにて
発信しています。 

１年生、ご入学おめでとうございます。最高の笑顔でがんばるぞ。 

育てたい心・主体・協働・挑戦 

大原小児童会、その名も「LC5」大活躍 



  

  

 

 

 

 

 
学校ホームページでの日々の学習の発信をやめ、Facebookにて、でできるだけタイム

リーに発信しています。 
ご覧になって、学校の取り組み、お子さまのがんばりを一緒に話題になさってください。 

 
 
 
 
 

大原小の取り組みを Facebookで発信しています。ご覧ください。 

【初】 大原小・津山東高等学校・大阪経済大学・美作市等のコラボ（挑戦・社高力） 

 
「夢を実現・実現すると現実に」 
 
５年生の総合的な学習の協働的取り組みです。、
大阪経済大学の地方創生サークルの学生さんとの
新しい取り組みで、美作市を元気にします。 
 
① 特産のもち麦を使ったオリジナルアイデア

料理を提案 
② 津山東高校生にオンラインでプレゼンテー

ション 
③ 津山東高校生がその中からレシピ化・調理 
④ ５月２７日（土）のイベントで実際に調理

し、コンテスト 
⑤ 大阪経済大学の学食メニューになるかも。 

 
 
いつの日か、このオリジナルメニューが美作市を
代表するメニューになるかも。。。。 
 
地域を元気にする「挑戦～社高力」です。 

  
大学生は３回も本校に来てくれました。 
「出身地を元気にしたい」「どうしたらよいか」という
問いから、立案し、企画、関係者と協働で実行、実
現できる大人になるってすばらしいですね。 
そのために、今、いろいろな人達とつながり、学び
を深めていくことが大切だと思います。 
応援よろしくお願いします。 

オリジナルメニューの例 
○もち麦・椎茸ラーメン  ○もち麦春巻き  ○もち麦イチゴ大福  ○もち麦黒豆アマゴカレー 
 
「ゼロからイチを生み出す」子ども達の発想はすばらしいです。 

「他の県の人やまだあまり知らない人においしさを伝えることが目標です。」プレゼンテーションより 


